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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

元
日
の
能
登
半
島
地
震
は
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
す
大
規
模
な
災
害
と
な
っ
て
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
議
会
運
営
に
は
、
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
７
月
の
大
雨
や
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
の
猛
暑
に
苦
し
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
と
な
り
、
観
光
客
や
人
々

の
移
動
、
交
流
が
活
発
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
法
に
よ
る
と
、
議
会
は
住

民
を
代
表
す
る
機
関
と
さ
れ
、
議
会
を
構
成
す

る
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
に
は
、
町
内
会
な
ど
の
団
体
が
存
在
し
ま

す
が
、
住
民
を
最
も
公
平
か
つ
公
正
に
代
表
す
る

の
が
議
会
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
は
、
地
域
社
会
の
た
め
に
持
ち
前
の
力
を

尽
く
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
力
を
注
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、

議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、
よ
り
専
門
的
な
知
識

で
、
市
の
経
営
に
参
画
す
る
力
量
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
社
会
の
一
点
だ
け
に
と
ら

わ
れ
ず
、
全
体
像
を
見
据
え
た
多
様
な
視
点
か

ら
、
分
析･

検
討
で
き
る
能
力
も
、
そ
の
一
つ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
多
種
多
様
な
多
く
の
意
見

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

議
員
一
人
ひ
と
り
が
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
よ
り
身
近
な
、
開
か

れ
た
議
会
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
是
非
、
本
会
議
や
、

委
員
会
を
直
接
ご
覧
い
た
だ
き
、
議
会
で
議
論
さ

れ
た
経
過
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
代
表
と
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
議
員
と
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
６
年
１
月
吉
日

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

仙
北
市
議
会
議
長

黒 

沢　

龍 

己

　第１回臨時会が１月 15 日に開催されました。ふるさと納税寄付金の増額や物価高騰対策として住民税均
等割りのみ課税される世帯と子育て世帯の経済的負担を軽減するための支援金などを盛り込んだ令和５年度
一般会計補正予算 ( 第 14 号 ) が審議され、全会一致で可決されました。

第１回臨時会　可決された主な議案
◇令和５年度一般会計補正予算 ( 第 14 号 )

令和５年度一般会計補正予算(第14号)の主な事業
ふるさと仙北応援基金積立金 ３億円 ふるさと納税寄付金を増額（合計 25 億円）
ふるさと納税ふるさと便事業費 １億 5,461 万円 ふるさと納税への返礼品や送料等の経費

物価高騰対応重点支援給付金支給事業費 9,013 万円
住民税均等割のみ課税される世帯に 10 万円
住民税非課税と均等割のみ課税される世帯の
18 歳以下の子ども一人当たり５万円支給

仙北市子育て世帯応援給付金支給事業費 2,737 万円 子育て世帯のうち上記以外の住民税課税世帯に
２万円を支給

ふるさと納税寄付金さらに３億円の増額を見込む！（合計25億円）
補正額５億7,212万9千円 累計237億1,047万1千円

−第1回臨時会（1/15開催）−
一般会計補正予算(第14号)を可決
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本年度のふるさと納税の寄付額を22億円に増額補正する

一般会計補正額 17億9,464万5千円を可決 累計228億171万3千円に

−第5回（11月）定例会−

■第５回定例会で承認・可決された議案
□専決処分の報告について（にしき園での補聴器紛失による損害

賠償の報告）
□専決処分の報告について（田町下丁での桜の枝落下による自動

車損傷の損害賠償の報告）
◆専決処分の承認について（ふるさと納税増額に係る返礼品費用

の増額などの一般会計補正予算(第10号)の承認）
◇仙北市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例制定について【初日採決】
◇仙北市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例制定について【初日採決】
◇仙北市病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例制定について【初日採決】
◇仙北市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例制定について【初日採決】
◇令和５年度仙北市一般会計補正予算（第11号）【初日採決】
◇仙北市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について

◇仙北市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

◇令和５年度仙北市一般会計補正予算（第12号）
◇令和５年度仙北市集中管理特別会計補正予算（第１号）

◇令和５年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
◇令和５年度仙北市介護保険特別会計補正予算（第４号）
◇令和５年度仙北市生保内財産区特別会計補正予算（第３号）
◇令和５年度仙北市田沢財産区特別会計補正予算（第２号）
◇令和５年度仙北市温泉事業会計補正予算（第２号）
◇令和５年度仙北市水道事業会計補正予算（第１号）
◇令和５年度仙北市下水道事業会計補正予算（第２号）
◇公の施設の指定管理者の指定について
 （市民バス：向生保内線）
◇公の施設の指定管理者の指定について
 （市民バス：下延線及び八割線）
◇公の施設の指定管理者の指定について（仙北市活性化施設）
◇仙北市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

【最終日に追加】（出産前後の保険税軽減）
◇令和５年度仙北市一般会計補正予算（第13号）　　　　　　

【最終日に追加】
◆議員提出議案　安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処

遇改善を求める意見書【最終日に追加】
◆議員提出議案　国民のいのちと健康を守るため、政府の責任で

医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げ
や人員増を求める意見書【最終日に追加】

凡例 : 賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和5年 第5回 仙北市議会定例会（招集日：令和5年11月30日　最終日：12月22日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

公
明
党

共
産
党

無
会
派

小

林

幸

悦

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

青
柳
宗
五
郎

門

脇

晃

幸

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

荒
木
田
俊
一

田

口

寿

宜

中

村

和

彦

小
田
島
広
仁

西

宮

三

春

澤

田

雅

亮

議案第１２８号 専決処分の承認について 11/30 承認 全会一致 欠

議案第１２９号 仙北市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について 11/30 可決 全会一致 欠

議案第１３０号 仙北市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定について 11/30 可決 全会一致 欠

議案第１３１号 仙北市病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定について 11/30 可決 全会一致 欠

議案第１３２号 仙北市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について 11/30 可決 全会一致 欠

議案第１３３号 令和５年度仙北市一般会計補正予算（第 11 号） 11/30 可決 全会一致 欠

議案第１３４号
仙北市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例制定について

12/22 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第１３６号 令和５年度仙北市一般会計補正予算（第 12 号） 12/22 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和 5 年 第 5 回定例会が 11 月 30 日から 12 月 22 日まで 23 日間の会期で開催され、ふるさと納税寄付金の増額や猛
暑の被害を受けた農家の支援などを盛り込んだ令和 5 年度一般会計補正予算 ( 第 10 号、第 11 号、第 12 号 ) や市民バス
の指定管理者の指定など 22 件の議案すべてが可決・認定されました。
　最終日には、物価高騰対策として住民税非課税世帯へ 7 万円を給付する事業費などを盛り込んだ一般会計補正予算 ( 第
13 号 ) や国民健康保険税条例改正の追加提案と議員提出議案の意見書 2 件が提出され、すべて可決されました。
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猛暑による収入減と資材等の高騰に対する農業者への助成金支給を可決

◆ふるさと納税寄付金の増額見込みによる返礼品等の経費増額補正について
質問　当初予算の 12 億円に対し、10 億円も増額見込みとなり喜ばしいことであるが、本年 10 月 1 日から返礼品等に係
る経費のルール改正があり、返礼品や送料、事務費などすべての経費を寄付額の 50％以内にしなければならないが、10
億円の増額に対し 59％の経費を見込んでいるが、ルール違反にはならないのか。
答弁　返礼品を選ぶポータルサイトの委託料を最大の 17％で算定しているが、すべて 17％のサイトから選ぶとは考えに
くい。他の経費と調整して、最終的な経費の清算は 50％以内に抑えていく。
◆にしき園への一般会計からの繰出金について
質問　にしき園の利用者減少によるサービス収入減のため、一般会計からの繰出金とのことだが、最近の利用者数の推移
を伺う。
答弁　今年度の４月から６月の平均入所率は、目標の 95％を上回る 96％を超える入所率だったが、７月の施設内の新型
コロナのクラスター発生により、７月の入所率が 90.3％、８月が 89.9％に落ち込んでしまった。その後の９月から 11 月
末までの平均入所率は 94％まで回復してきているが、新型コロナのクラスターによる入所者の減少による収入減が大き
い。
◆営農継続緊急支援事業費について
質問　猛暑による稲作の収入減や資材等の高騰による農業者への支援事業とのことだが、対象者、申請方法、助成金額、
農家への周知方法について伺う。
答弁　令和６年産の主食用水稲作付面積が 30a 以上の市内農業者が対象である。JA等の生産出荷業者の代理申請方式と
する。助成金額は飯米分の 10a を除いた面積に 10a 当たり 1,000 円を２月末までに振り込みたい。今後、市のホームペー
ジ等で周知する。
◆農業経営等復旧・継続支援対策事業費補助金について
質問　７月の大雨で被災した農業者の再生産に向けた取り組みに対する支援とのことだが、概要について伺う。
答弁　大雨による農作物及び資機材の被害に対する県の補助事業である。水稲や大豆の種子購入及び花卉等の種苗購入の
1/2 を補助する。また、水没等による農業用機械の修繕費の 1/3 を補助する内容である。

予算常任委員会、本会議での主な質疑

■令和５年度一般会計補正予算(第10号・第11号・第12号・第13号)の主な事業

ふるさと仙北応援基金積立金 10億円 ふるさと納税寄付金の増額見込みによる積立金の増額 ( 合計
22 億円 )

ふるさと納税ふるさと便事業費 5億9,084万円 ふるさと納税寄付金の増額見込みによる返礼品等の経費の増額

議員報酬等 58万円 県人事委員会の勧告による議員の期末手当の年間 0.1 ヶ月分引
上げ

普通財産等管理費 71万円 指定避難所の下延・八割コミュニティセンターへのエアコン設
置費用

総合行政情報システム管理費 664万円 市の情報システムの全国標準化等の基幹システム改修費用

戸籍事務・マイナンバー制度導入事業費 2,398万円 戸籍情報にふりがなを付けるシステム改修費用

介護保険特別会計繰出金 2,818万円 にしき園の利用者減少による収入減に対する一般会計からの繰
出金

営農継続緊急支援事業費 2,439万円 猛暑の収入減や肥料等の高騰に対する農業者への助成金

農業経営等復旧・継続支援対策事業費補助金 340万円 豪雨で被災した農業者の再生産に向けた助成金

就業改善センター管理運営費 90万円 指定避難所の神代就業改善センターへのエアコン設置費用

有害鳥獣駆除事業費 65万円 鳥獣被害対策実施隊員（猟友会）に秋田県統一のユニホーム購
入費用

一般教育振興総務費 2,219万円 令和６年度の教師用のデジタル教科書などの指導書の購入費用

車輌維持管理費 340万円 市長の公用車の購入費用（中古のミニバン）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金 2億6,915万円 物価高騰対策として住民税非課税世帯に７万円を給付

障害者施設・介護施設・保育所支援事業 1,122万円 障害者施設、介護施設、保育所への物価高騰支援
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市長 ２回目も丁寧に説明し
市民の不安解消と理解を得られるように努める

蒼生会 蒼生会 武 藤 義 彦武 藤 義 彦 議員議員

庁
舎
機
能
の
移
転
・
集

約
に
つ
い
て

質
問　

田
沢
湖
・
西
木
庁
舎
は
15

年
後
を
目
途
に
整
理
解
体
の
方
向

性
を
示
し
て
い
る
が
、
選
択
は
次

世
代
に
委
ね
る
と
し
て
い
る
。
田

沢
湖
・
西
木
庁
舎
及
び
30
年
後
の

上
野
庁
舎
解
体
費
の
概
算
額
が
ど

の
程
度
に
な
る
か
伺
う
。
ま
た
、

15
年
後
の
職
員
数
に
つ
い
て
も
伺

う
。

答
弁　

現
時
点
で
の
概
算
で
、

田
沢
湖
庁
舎
が
約
１
億
円
、
西

木
庁
舎
、
西
木
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
、
西
木
第
二
庁
舎
の
合
計
で

１
億
１
千
万
円
、
角
館
上
野
庁
舎

が
約
８
千
４
百
万
円
と
見
込
ん
で

答
弁　

報
酬
額
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
年

額
２
千
円
か
ら
２
万
７
千
円
、
日

額
２
千
円
か
ら
１
万
円
、
時
間
額

１
，
２
０
０
円
、
出
動
１
回
に
つ

き
１
千
円
か
ら
５
千
円
で
あ
る
。

　

仙
北
市
は
、
年
額
報
酬
は
無

く
、
箱
わ
な
設
置
１
回
１
千
円
、

見
回
り
１
回
に
つ
き
１
千
円
、
止

め
刺
し
１
回
２
千
円
等
で
、
玉
川

地
区
は
遠
距
離
に
つ
き
、
見
回
り

２
千
円
、
止
め
刺
し
１
回
５
千
円

で
あ
る
。

事
務
事
業
評
価
の
廃
止

事
業
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
の
評
価
で
廃
止

と
し
た
防
災
行
政
無
線
及
び
山

鳩
館
の
通
所
支
援
事
業
は
、
高
齢

者
の
需
要
が
高
い
事
業
で
あ
る

が
、
代
替
施
策
は
検
討
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
弁　

防
災
行
政
無
線
は
、
令
和

７
年
度
に
廃
止
予
定
で
、
ス
マ
ホ

で
の
情
報
伝
達
と
戸
別
受
信
機

で
の
伝
達
を
検
討
し
て
い
る
。

　

山
鳩
館
は
利
用
者
減
少
で
民

間
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
で
き
る
こ

と
か
ら
廃
止
と
す
る
。
空
い
て
い

る
部
屋
は
公
民
館
的
に
利
用
可

能
に
し
た
い
。

（
中
村 

和
彦 

記
）

た
。
生
保
内
地
区
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
窓
口
や
公
民
館
機
能
、
健
康

を
守
る
市
立
病
院
、
市
唯
一
の
市

民
会
館
を
核
に
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
と
共
に
考
え
て
い
く
こ

と
。

　

西
木
地
区
は
、
既
存
機
能
の
活

用
や
併
用
な
ど
に
よ
り
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
複
合
型
の
拠
点
に
す
る
こ

と
。
１
月
の
市
民
説
明
会
で
は
、

前
述
の
ほ
か
、
１
回
目
の
説
明
会

で
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
対
応
を

資
料
に
掲
載
し
、
市
民
の
不
安
を

解
消
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
た
い
。

ク
マ
対
策
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
の
熊
の
捕
獲
頭

数
、
農
作
物
等
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

11
月
末
現
在
の
熊
の
有
害

捕
獲
頭
数
は
１
４
７
頭
、
狩
猟
数

は
７
頭
で
あ
る
。
有
害
捕
獲
頭
数

の
地
区
別
は
、角
館
地
区
が
19
頭
、

西
木
地
区
が
49
頭
、
田
沢
湖
地
区

が
79
頭
で
、
昨
年
度
の
４
倍
で
あ

る
。
農
作
物
等
へ
の
被
害
額
は
、

約
３
０
７
万
円
で
あ
り
、
西
木
地

区
の
栗
園
が
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。

質
問　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

等
へ
の
報
酬
額
は
、
他
の
自
治
体

と
比
較
し
て
ど
う
か
。

い
る
。

　

15
年
後
の
職
員
数
は
、
将
来
人

口
や
職
員
減
少
率
か
ら
推
計
す
る

と
２
４
０
人
か
ら
２
５
０
人
程
度

で
あ
り
、
ま
だ
、
角
館
庁
舎
一
つ

に
は
収
ま
ら
な
い
と
想
定
し
て
い

る
。

質
問　

神
代
、
田
沢
、
桧
木
内
、

上
桧
木
内
の
各
出
張
所
の
中
に
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
が
あ

る
。
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

で
は
、桧
木
内
出
張
所(

公
民
館)

は
廃
止
と
し
、
他
施
設
へ
の
機
能

集
約
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る

が
、
今
後
各
出
張
所
の
利
用
形
態

を
含
め
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を

示
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁　

桧
木
内
出
張
所
の
あ
る
桧

木
内
公
民
館
は
、
耐
用
年
数
も
過

ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
施
設

へ
の
機
能
移
転
を
検
討
し
て
い

る
。
他
の
出
張
所
も
存
続
の
方
針

だ
が
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

他
の
施
設
へ
機
能
移
転
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
出
張
機
能
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
に
維
持
し
て
い
く
。

質
問　

年
明
け
に
再
度
住
民
説
明

会
を
実
施
す
る
が
、
市
民
の
意
見

を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

１
回
目
の
住
民
説
明
会
で

は
、
移
転
・
集
約
後
の
田
沢
湖
、

西
木
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
説
明
が
必
要
と
感
じ

庁舎機能の移転・集約
再度の説明会の意見は反映できるのか

■どうなる旧角館総合病院の解体
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市長 市民の皆様からの意見を真摯に受け止め市政を考える

小 田 島 広 仁小 田 島 広 仁 議員議員

市民の考えを丁寧に聴き、市政に反映を！

市
民
の
た
め
の
地
域
公

共
交
通
に
つ
い
て

質
問　

路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た

田
沢
湖
・
角
館
間
の
交
通
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

羽
後
交
通
バ
ス
路
線
角

館
・
田
沢
湖
線
に
は
年
間
２
千
万

円
を
超
え
る
運
行
費
の
補
助
を
し

て
い
た
が
、
乗
降
者
数
の
減
少
、

羽
後
交
通
の
運
転
士
確
保
が
難
し

い
こ
と
か
ら
廃
止
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
移
動
へ
の
影
響
が
及
ぶ

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の
拡

大
や
、
通
学
バ
ス
の
拡
充
を
行
っ

た
。
今
後
も
様
々
な
可
能
性
を
検

討
し
、
最
も
使
い
勝
手
の
良
い
公

共
交
通
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

田
沢
湖
畔
潟
地
区

の
田
沢
湖
一
周
線
が
運
行

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
住

民
の
「
足
」
と
し
不
便
で

あ
る
。
交
通
体
制
を
整
え

る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　

湖
畔
一
周
に
時
間

を
要
し
て
し
ま
う
現
状
で

は
あ
る
が
、
観
光
客
の
利

用
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

今
後
も
費
用
面
や
利
用
者

数
、
利
便
性
を
調
査
し
、

市
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
公
共
交
通
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
誘
致
事
業
に

つ
い
て

質
問　

進
歩
状
況
は
。

答
弁　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
誘
致
事
業
は
２
０
２
４
年

１
月
に
国
外
４
社
か
ら
視
察
ツ

ア
ー
参
加
の
意
向
が
あ
る
。
そ
の

際
に
田
沢
湖
畔
、
高
原
等
６
箇
所

を
候
補
物
件
と
し
て
お
り
、
紹
介

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
関

係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
モ
ニ

タ
ー
調
査
、
専
門
メ
デ
ィ
ア
読
者

会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
移

動
、交
通
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
次
年
度
の

実
証
運
行
に
向
け
た
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
計
画
を
策
定
す
る
。

質
問　

視
察
ツ
ア
ー
の
詳
細
と
今

後
の
進
め
方
、手
応
え
に
つ
い
て
。

答
弁　

ツ
ア
ー
は
１
月
22
日
～
24

日
の
３
日
間
で
行
い
、
物
件
候
補

も
一
緒
に
確
認
に
行
く
。
来
年
度

以
降
は
ス
ク
ー
ル
本
体
だ
け
で
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
た
め
の
調
査

や
実
施
計
画
を
思
案
し
て
い
く
。

仙
北
市
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
成
功

す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
感

じ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

ば
、
来
年
度
以
降
も
訪
問
す
る
こ

と
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

次
世
代
に
向
け
た
庁
舎

機
能
の
移
転
・
集
約
に

つ
い
て

質
問　

現
在
の
提
案
は
、
市
民
が

分
裂
し
て
し
ま
う
よ
う
な
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
原
案
に
〇
か
×

か
の
二
択
で
は
な
く
、
例
え
ば
議

場
と
総
務
部
は
田
沢
湖
庁
舎
に

残
し
、
極
力
コ
ン
パ
ク
ト
な
上
野

庁
舎
を
造
り
、
旧
角
館
病
院
は
解

体
し
て
し
ま
う
と
い
う
、
△
的
な

考
え
を
検
討
す
る
余
地
は
な
い

の
か
。

答
弁　

田
沢
湖
本
庁
舎
の
移
転

に
対
す
る
不
安
の
声
は
私
も
聞

い
て
い
る
。
た
だ
、
田
沢
湖
庁
舎

に
本
庁
舎
が
あ
っ
て
、
現
状
を
見

た
と
き
、
今
後
の
仙
北
市
の
衰
退

が
止
ま
る
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ

る
。
私
は
、
現
在
の
再
々
編
案
が

ベ
ス
ト
と
考
え
、
確
固
た
る
決
意

を
持
っ
て
具
体
的
に
提
案
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
提
案
が

あ
れ
ば
、
数
字
的
な
根
拠
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
市
の
提
案
よ

り
も
優
れ
て
い
る
も
の
、
ま
た
、

そ
ち
ら
の
方
が
正
し
い
と
思
う

も
の
で
あ
れ
ば
変
更
も
あ
り
得

る
。

（
澤
田 

雅
亮 

記
）

県
外
、
海
外
で
の
市
長

公
務
に
つ
い
て

質
問　

２
０
２
３
年
11
月
の
県

外
、
海
外
公
務
で
か
か
っ
た
費
用

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁　

２
０
２
３
年
11
月
は
県
外

４
回
、
海
外
３
回
で
計
７
回
の
出

張
で
あ
り
、
旅
費
の
合
計
額
は
約

87
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

来
年
度
以
降
も
台
湾
や
海

外
で
の
事
業
が
増
加
す
る
の
か
。

答
弁　

仙
北
市
は
、
仙
北
市
国
際

交
流
協
会
が
早
く
か
ら
推
進
体
制

の
整
備
を
進
め
、
他
地
域
よ
り
一

歩
進
ん
だ
交
流
が
実
現
で
き
て
い

る
。
市
長
が
参
加
す
る
こ
と
で
交

流
事
業
が
拡
大
す
る
の
で
あ
れ

■スマホで予約「行きたい所へ行ける」
　乗合交通「よぶのる角館」
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デ
ジ
タ
ル
化
推
進
で
住

民
の
利
便
性
と
行
政
の

効
率
化
を
図
ろ
う

質
問　

市
民
の
申
請
主
義
を
見
直

し
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、
利

便
性
も
効
率
化
も
飛
躍
的
に
向
上

す
る
。
特
別
定
額
給
付
金
（
一
人

一
律
10
万
円
）
支
給
に
要
し
た
人

員
と
経
費
、
時
間
を
伺
う
。
今
国

会
で
決
め
た
住
民
税
非
課
税
世
帯

７
万
円
給
付
体
制
は
大
丈
夫
か
。

現
行
の
「
申
請
主
義
」
の
見
解
を

伺
う
。

答
弁　

受
付
、
書
類
審
査
、
口

座
情
報
の
シ
ス
テ
ム
入
力
業
務

た
め
に
３
か
月
間
で
市
職
員
、

会
計
年
度
任
用
職
員
併
せ
て
延

べ
１
，
２
７
０
人
、
時
間
は
、

１
万
５
３
８
時
間
、
時
間
外
手
当

と
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
、
事

務
経
費
を
含
め
１
，
５
８
９
万
円

で
あ
る
。
住
民
税
非
課
税
世
帯

７
万
円
の
給
付
は
同
様
の
事
業

３
万
円
給
付
を
実
施
完
了
し
て
い

る
の
で
体
制
的
に
は
問
題
な
い
。

申
請
に
は
、
多
数
の
市
民
が
公
的

給
付
支
給
等
口
座
を
登
録
が
で
き

て
い
れ
ば
よ
い
が
、
意
思
確
認
が

必
要
で
あ
り
、
制
度
に
沿
っ
て
簡

易
に
利
用
で
き
る
環
境
が
整
う
ま

で
は
、
市
民
か
ら
の
申
請
手
段
、

意
思
表
示
を
残
し
た
事
業
実
施
が

必
要
で
あ
る
。

価
値
を
共
有
し
て
対
外
的
に
発

信
を
し
て
い
き
た
い
。　

質
問　

Ｄ
Ｘ
推
進
が
「
幸
福
度
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
」
に
つ
な
が

る
事
が
、
市
民
に
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
、
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

広
報
、
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

各
種
会
合
で
の
声
掛
け
に
加
え

て
、
具
体
的
な
施
策
を
通
じ
て
有

益
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す

る
。健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

拡
充
を

質
問　
「
健
康
せ
ん
ぼ
く
ハ
ッ

ピ
ー
大
作
戦
」
の
内
容
と
参
加

数
、
効
果
等
を
伺
う
。

答
弁　

健
康
に
関
す
る
活
動
へ

の
参
加
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

10
ポ
イ
ン
ト
一
口
と
し
て
景
品

に
応
募
で
き
る
事
業
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
４
年
度
は
１
６
０
人

の
参
加
。
日
頃
か
ら
の
運
動
の
習

慣
化
、
特
定
検
診
受
診
率
の
向

上
、
正
し
い
健
康
知
識
を
身
に
付

け
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。　

質
問　

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

市
民
の
健
康
増
進
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、
事
業
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

テ
ム
や
介
護
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

ス
タ
ッ
フ
の
操
作
研
修
を
実
施
し

年
度
内
の
運
用
開
始
を
目
指
す
。

職
員
の
腰
痛
症
の
解
消
、
入
所
者

の
生
き
が
い
、
満
足
度
向
上
を
図

る
。
い
ず
れ
も
秋
大
医
学
部
付
属

病
院
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。
交

付
金
は
、
導
入
時
に
交
付
さ
れ
、

維
持
管
理
や
保
守
管
理
は
一
般
財

源
と
な
る
。

Ｄ
Ｘ
時
代
の
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を

質
問　

仙
北
市
の
独
自
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
う
。

答
弁　

他
市
を
訪
問
し
た
際
、
観

光
資
源
や
田
沢
の
長
芋
な
ど
知
名

度
の
高
さ
に
驚
く
。
観
光
や
農
業

の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に
注
力

し
た
い
。
農
家
民
宿
に
泊
ま
っ
た

都
会
の
方
々
が
感
動
し
て
帰
る
姿

を
見
て
、
地
域
や
日
常
の
生
活
の

質
問　

本
市
に
は
、Ｉ
Ｔ
専
門
家
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
は
何
人
い
る
の
か
。

答
弁　

Ｉ
Ｔ
関
係
の
国
家
資
格
合

格
職
員
が
４
人
い
る
。
市
内
事
業

者
で
Ｉ
Ｔ
専
門
家
の
人
数
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
地
域
密
着
型
Ｄ

Ｘ
推
進
企
業
「
株
式
会
社
リ
ベ
ン

リ
秋
田
」
に
は
期
待
し
て
い
る
。

質
問　
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」
医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
３
事
業

の
進
捗
状
況
と
未
来
構
想
、
交
付

金
の
財
源
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁　

①
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事
業

は
、
令
和
６
年
１
月
末
日
車
両
納

車
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
向
け
た

環
境
整
備
を
12
月
中
に
終
了
。
医

師
が
遠
隔
地
の
患
者
宅
ま
で
往
診

に
行
く
移
動
時
間
を
短
縮
し
診
療

時
間
を
確
保
す
る
。
②
Ｐ
Ｈ
Ｒ
事

業
は
、
現
在
シ
ス
テ
ム
開
発
や
機

能
実
装
作
業
中
。
令
和
６
年
２
月

中
旬
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
開
発
が
終

了
。
発
表
公
開
は
３
月
に
な
る
。

市
民
の
健
康
意
識

を
喚
起
し
健
康
寿

命
の
延
伸
に
つ
な

げ
る
。
③
介
護
Ｄ

Ｘ
事
業
は
、
介
護

者
装
着
の
パ
ワ
ー

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
、

入
所
者
用
の
歩
行

ロ
ボ
ッ
ト
を
10
台

ず
つ
導
入
。
12
月

中
に
見
守
り
シ
ス

市長 同様の事業３万円給付を実施完了しているので問題ない

公明党 公明党 熊 谷 一 夫熊 谷 一 夫 議員議員

住民税非課税世帯７万円給付体制は大丈夫か
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こ
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が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 8

７
人
の
提
言

市長 国や県の動向を見ながら幅広く支援を行いたい

市
民
が
安
心
し
て
健
康

維
持
で
き
る
た
め
に

質
問　

①
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
の

配
備
時
期
は
。
対
象
患
者
の
状
況

と
人
数
、
環
境
整
備
の
進
捗
状
況

は
。
同
乗
す
る
看
護
師
の
新
た
な

資
格
や
研
修
に
つ
い
て
問
う
。
②

生
涯
カ
ル
テ
が
デ
ジ
タ
ル
に
な
る

Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
記
録
入
力
・
管
理
に
つ

い
て
。
個
人
情
報
の
安
全
性
と
器

具
の
取
得
や
管
理
に
つ
い
て
問

う
。
③
神
代
診
療
所
の
診
療
体
制

に
つ
い
て
。

答
弁　

①
令
和
６
年
１
月
末
ま
で

に
西
明
寺
診
療
所
に
納
入
さ
れ
、

２
月
以
降
運
用
開
始
の
予
定
で
あ

る
。
対
象
患
者
は
、
西
明
寺
診
療

所
の
利
用
患
者
の
ほ
か
、
西
木
地

区
の
交
通
弱
者
も
対
象
と
し
た
場

合
、
独
居
老
人
３
５
０
人
が
想
定

さ
れ
る
。
研
修
は
看
護
師
で
は
な

く
、
市
川
先
生
が
厚
生
労
働
省
の

定
め
る
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
に

な
る
。
②
原
則
と
し
て
、
利
用
者

本
人
が
入
力
・
管
理
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
他
県
の
事
例
を
参
考
に

管
理
体
制
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
に

努
め
る
。
※
Ｐ
Ｈ
Ｒ
で
活
用
す
る

上
腕
式
血
圧
計
な
ど
は
、
管
理
番

号
を
付
与
し
管
理
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
③
昨
年
６
月
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
令
和
６
年
度
か
ら
月
・
火
曜

本
庁
舎
機
能
移
転
事
業

と
旧
角
館
総
合
病
院
解

体
事
業
に
つ
い
て

質
問　

①
工
事
費
の
見
積
額
は
、

物
価
高
騰
の
中
で
予
算
超
過
の
可

能
性
は
な
い
の
か
。
②
旧
角
館
総

合
病
院
を
な
ぜ
早
期
に
解
体
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
伺

う
。
③
田
沢
湖
・
西
木
の
庁
舎
利

用
案
に
つ
い
て
。

答
弁　

①
角
館
上
野
庁
舎
と
し
て

活
用
す
る
管
理
棟
改
修
費
に
約

８
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
専
門

家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
全
体
事
業

費
の
範
囲
内
に
収
ま
る
よ
う
努
め

る
。
②
新
角
館
庁
舎
等
の
大
規
模

事
業
と
重
な
っ
た
こ
と
、
土
壌
汚

染
対
策
法
に
基
づ
く
調
査
の
必

要
、
公
文
書
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

利
活
用
検
討
も
重
な
り
解
体
着
工

に
至
っ
て
い
な
い
。
過
去
の
調
査

で
、
機
械
室
な
ど
病
院
棟
一
部
に

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
調
査
結
果
が

あ
り
、
屋
内
立
ち
入
り
禁
止
の
処

置
を
し
て
い
る
。
③
市
民
サ
ー
ビ

ス
窓
口
、
公
民
館
機
能
の
ほ
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
が
入
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
。

改
良
工
事
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。
②
角
館
東
前
郷
水
道
管
未
整

備
地
区
の
工
事
着
工
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

答
弁　

①
事
業
化
実
現
に
向
け

て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

な
ど
の
財
源
確
保
に
努
め
る
。
②

仙
北
市
水
道
事
業
基
本
計
画
に

も
掲
げ
て
お
り
、
事
業
化
に
向
け

水
道
加
入
意
向
調
査
、
概
算
工
事

費
や
見
込
ま
れ
る
料
金
収
入
を

算
定
し
、
事
業
化
を
判
断
し
た

い
。過

去
の
事
案
経
験
を
生

か
す
た
め
に

質
問　

仙
北
市
職
員
倫
理
条
例

は
、
職
員
に
ど
れ
だ
け
浸
透
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　

平
成
28
年
３
月
定
例
会

に
お
い
て
議
員
提
出
議
案
と
し

て
制
定
さ
れ
た
条
例
で
あ
り
、
法

令
遵
守
と
綱
紀
粛
正
を
徹
底
さ

せ
る
大
変
重
要
な
条
例
で
職
員

に
も
浸
透
し
て
い
る
と
認
識
す

る
。
市
で
は
、
年
３
回
倫
理
監
督

者
で
あ
る
副
市
長
名
で
通
知
し
、

市
民
の
不
信
を
招
く
よ
う
な
行

為
を
防
止
す
る
総
合
的
な
対
策

で
あ
る
こ
と
を
全
職
員
と
認
識

を
合
わ
せ
た
い
。（

西
宮 

三
春 

記
）

日
の
午
後
を
休
診
す
る
予
定
で
あ

る
。
人
件
費
削
減
に
よ
り
収
支
は

改
善
さ
れ
る
方
向
で
あ
る
。

仙
北
市
生
活
応
援
灯
油

暖
房
費
補
助
金
支
給
に

つ
い
て

質
問　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
、
均
等
割
課

税
世
帯
へ
の
灯
油
暖
房
費
補
助
金

助
成
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

現
状
で
は
均
等
割
課
税
世

帯
ま
で
の
対
象
範
囲
拡
大
は
考
え

て
い
な
い
が
、
昨
年
度
と
同
様
に

低
所
得
者
支
援
の
た
め
の
給
付
金

等
も
活
用
し
、
国
や
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
幅
広
く
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

市
民
の
要
望
（
陳
情
・
請

願
）
へ
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　

①
市
道
羽
根
ヶ
台
線
道
路

日本共産党 日本共産党 平 岡 裕 子平 岡 裕 子 議員議員

生活応援灯油暖房費補助金の支給を
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こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより9

７
人
の
提
言

あ
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
の

利
用
の
大
半
は
大
型
店
で
あ
り
、

市
税
等
へ
の
還
流
も
な
い
。
も
っ

と
地
元
中
小
企
業
の
振
興
策
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
商
店

等
の
減
少
対
策
と
な
る
有
効
な
支

援
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
を
含
め
、
先
進
事
例

や
事
業
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

商
工
会
等
関
係
団
体
と
連
携
し
て

支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

田
沢
湖
黒
沢
工
業
団
地
だ

が
、
ま
だ
見
通
し
が
無
い
の
で
あ

れ
ば
、
無
料
で
貸
す
な
ど
、
企
業

に
来
て
い
た
だ
く
た
め
の
思
い

切
っ
た
施
策
を
打
ち
出
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁　

一
日
で
も
早
く
有
効
な
活

用
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き

た
い
。

観
光
産
業
の
振
興
策
に

つ
い
て

質
問　

水
沢
地
区
、
高
原
地
区
は

保
養
所
等
が
減
少
し
て
お
り
、
ホ

テ
ル
も
合
併
や
、
大
手
の
資
本
も

入
り
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
仙
北

市
の
観
光
産
業
に
温
泉
事
業
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
源
泉
の
購

入
単
価
の
問
題
を
含
め
て
見
解
を

伺
う
。

答
弁　

温
泉
事
業
は
、
温
泉
供
給

農
林
業
の
振
興
策
に
つ

い
て

質
問　

市
内
各
地
の
基
盤
整
備
完

了
後
の
、
県
・
国
が
推
奨
す
る
高

収
益
作
物
に
対
す
る
市
と
し
て
の

方
向
性
や
支
援
が
見
え
な
い
が
、

今
後
の
農
業
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、農
地
が
整
備
さ
れ
、

農
業
機
械
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
む
中

で
通
信
ア
ン
テ
ナ
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

基
盤
整
備
に
よ
り
、
高
収

益
に
繋
が
る
米
以
外
の
農
業
に
期

待
し
て
い
る
。
農
業
に
携
わ
る

方
々
と
意
見
交
換
し
、
市
の
支
援

策
を
考
え
た
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
、
す
で
に
着
手
し

て
い
る
仙
北
平
野
土
地
改
良
区
と

協
議
し
検
討
し
た
い
。

質
問　

地
域
の
安
全
と
林
業
振
興

に
繋
が
る
再
造
林
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
伺
う
。

答
弁　

森
林
整
備
は
、
国
土
や
国

民
の
命
を
守
る
事
業
と
捉
え
て
お

り
、
今
年
度
新
た
に
、
植
栽
及
び

下
刈
り
事
業
に
対
し
、
国
庫
補
助

に
よ
る
再
造
林
補
助
事
業
へ
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
た
。

中
小
企
業
の
振
興
策
に

つ
い
て

質
問　

人
口
減
少
に
伴
い
、
商
店

の
減
少
に
歯
止
め
が
無
い
状
況
に

市
民
会
館
の
活
用
に
つ

い
て

質
問　

市
の
文
化
の
中
心
と
し

て
、
も
っ
と
積
極
的
に
自
主
事
業

を
行
う
べ
き
だ
。
ま
た
、
市
民
会

館
の
顔
で
あ
る
駒
草
と
龍
が
織
り

込
ま
れ
た
、
緞
帳
の
な
い
ス
テ
ー
ジ

は
考
え
ら
れ
な
い
が
ど
う
思
う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
昨
年
度
か
ら
市

民
企
画
を
実
施
し
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

や
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど
で
来
館

者
は
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
緞

帳
の
設
置
費
が
４
億
５
千
万
円

で
あ
り
、
国
や
県
の
補
助
金
情
報

も
収
集
し
、
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
い
る
。

職
員
の
処
分
公
表
に
つ

い
て

質
問　

10
月
か
ら
11
月
に
職
員

の
処
分
が
相
次
い
だ
が
、
担
当
す

る
業
務
や
発
生
原
因
を
公
表
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
再

発
防
止
対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

こ
の
度
、
懲
戒
処
分
の
公

表
基
準
を
策
定
し
た
。
事
案
の
概

要
、
処
分
内
容
、
処
分
期
日
、
所

属
、
職
名
を
報
道
機
関
に
発
表
す

る
。
議
員
に
も
情
報
提
供
す
る
。

ま
た
、
原
因
と
対
策
を
職
員
間
で

共
有
し
再
発
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費
等

が
増
加
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
で
対
処
し
て
い
る
が
、
仙
北

市
観
光
の
目
玉
で
あ
る
水
沢
、
高

原
地
区
の
温
泉
事
業
は
欠
か
せ
な

い
。
事
業
継
続
の
た
め
に
、
温
泉

購
入
単
価
の
引
き
下
げ
等
の
協
議

を
継
続
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

増
額
補
正
の
専
決
処
分

に
つ
い
て

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の

増
額
見
込
み
が
10
億
円
と
い
う
高

額
な
補
正
予
算
を
安
易
に
専
決
処

分
し
た
が
、
本
当
に
議
会
に
提
案

す
る
い
と
ま
が
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

９
月
定
例
会
最
終
日
の
29

日
に
提
案
す
る
に
は
、
９
月
15
日

が
事
務
処
理
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

だ
っ
た
が
、
ま
だ
補
正
額
が
曖
昧

で
専
決
処
分
と
し
た
。
段
取
り
に

つ
い
て
危
機
感
が
足
り
な
か
っ
た

と
反
省
し
て
い
る
。

市長 農業に携わる方 と々意見交換し支援策を考えたい

荒 木 田 俊 一荒 木 田 俊 一 議員議員

基盤整備後の農業をどうするのかが見えない

改
良
工
事
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。
②
角
館
東
前
郷
水
道
管
未
整

備
地
区
の
工
事
着
工
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

答
弁　

①
事
業
化
実
現
に
向
け

て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

な
ど
の
財
源
確
保
に
努
め
る
。
②

仙
北
市
水
道
事
業
基
本
計
画
に

も
掲
げ
て
お
り
、
事
業
化
に
向
け

水
道
加
入
意
向
調
査
、
概
算
工
事

費
や
見
込
ま
れ
る
料
金
収
入
を

算
定
し
、
事
業
化
を
判
断
し
た

い
。過

去
の
事
案
経
験
を
生

か
す
た
め
に

質
問　

仙
北
市
職
員
倫
理
条
例

は
、
職
員
に
ど
れ
だ
け
浸
透
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　

平
成
28
年
３
月
定
例
会

に
お
い
て
議
員
提
出
議
案
と
し

て
制
定
さ
れ
た
条
例
で
あ
り
、
法

令
遵
守
と
綱
紀
粛
正
を
徹
底
さ

せ
る
大
変
重
要
な
条
例
で
職
員

に
も
浸
透
し
て
い
る
と
認
識
す

る
。
市
で
は
、
年
３
回
倫
理
監
督

者
で
あ
る
副
市
長
名
で
通
知
し
、

市
民
の
不
信
を
招
く
よ
う
な
行

為
を
防
止
す
る
総
合
的
な
対
策

で
あ
る
こ
と
を
全
職
員
と
認
識

を
合
わ
せ
た
い
。（

西
宮 

三
春 

記
）

■緞帳がないままの市民会館
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長
年
継
続
し
て

い
た
事
業
の
廃
止

と
い
う
重
い
決
断

で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
市
当
局

内
部
で
の
判
定
の

み
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
事
業
に
よ
り

影
響
を
受
け
る
関

係
者
へ
の
聞
き
取
り
に
つ
い
て
は

注
力
し
て
い
た
が
、
議
会
に
対
す

る
事
前
説
明
が
不
足
し
て
い
た
こ

と
な
ど
、
否
決
と
な
る
要
因
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
も
あ
り
、
今
年
度
の
事
務
事
業

評
価
で
は
、
廃
止
判
定
候
補
事
業

は
全
て
外
部
評
価
に
か
け
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
方
々
に
よ
る
客
観
的

な
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
慎
重
に

判
定
を
行
っ
た
上
で
、
議
会
に
対

し
て
も
進
捗
を
報
告
し
て
き
た
。

　

事
業
単
体
と
し
て
も
廃
止
に
よ

る
不
利
益
や
不
公
平
感
が
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
、
対
象
と
な
る

方
々
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
別

の
形
で
進
め
て
い
く
。

　

今
後
も
廃
止
判
定
と
な
っ
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
影
響
を
受
け
る

関
係
者
と
十
分
な
対
話
を
行
い
、

不
利
益
を
受
け
て
不
公
平
感
を
感

じ
た
り
し
な
い
よ
う
に
支
援
を
継

続
し
て
い
く
。

　

移
住
・
定
住
政
策
に
力
を
入
れ

て
い
る
中
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
は

２
月
定
例
会
で
の
議
案

の
否
決
を
受
け
て

質
問　

行
財
政
改
革
は
仙
北
市
に

お
い
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る

が
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
痛
み
が

応
分
に
伴
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

で
、
進
め
る
に
あ
た
っ
て
非
常
に

こ
の
部
分
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
し

ま
い
、
時
に
は
改
革
が
思
い
ど
お

り
に
進
ま
な
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
が

鈍
る
と
い
う
要
因
に
も
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

先
の
議
会
で
、「
敬
老
祝
い
金

の
改
正
」「
消
防
団
退
職
家
族
慰

労
金
の
廃
止
」
の
議
案
が
否
決
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
他
の
改
革
案

と
の
兼
ね
合
い
で
不
公
平
感
が

残
っ
た
ま
ま
と
考
え
る
が
ど
う
な

の
か
。

　

ま
た
、行
政
や
議
会
に
対
し
て
、

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
の
か
。

答
弁　

部
局
経
営
方
針
シ
ー
ト
に

よ
る
様
々
な
取
り
組
み
や
、
仙
北

市
の
危
機
的
な
状
況
を
立
て
直
す

た
め
の
行
財
政
改
革
の
中
核
を
成

す
も
の
と
し
て
実
施
し
た
事
務
事

業
評
価
結
果
と
し
て
の
観
点
か
ら

顧
み
る
と
、
一
部
事
業
は
結
果
が

反
映
さ
れ
、
一
部
事
業
は
反
映
さ

れ
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
こ

と
は
当
局
と
し
て
極
め
て
残
念
な

結
果
で
あ
る
。

賛
同
い
た
だ
け
な
い
方
々
の
理

由
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
こ
の
方
々
の
理
解
を
得

て
、
庁
舎
機
能
移
転
・
集
約
を
実

現
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策

が
必
要
と
考
え
る
の
か
。

答
弁　

市
民
説
明
会
で
は
、
主
に

周
知
説
明
の
徹
底
、
財
政
へ
の
不

安
、
災
害
時
の
対
応
、
庁
舎
等
の

箱
も
の
で
は
な
く
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
と
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
が
必

要
と
の
認
識
を
持
っ
た
。
こ
れ
ら

の
意
見
に
対
し
、
さ
ら
に
丁
寧
な

説
明
を
重
ね
、
市
民
の
御
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
の
で
は

と
危
惧
し
た
が
、
市
民
の
意
見
や

提
案
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
、
そ
れ
を
外
部
に
誠
意
を
も
っ

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
市
内

外
か
ら
の
仙
北
市
政
に
対
す
る
信

頼
感
を
回
復
し
、
よ
り
良
い
政
策

決
定
の
た
め
の
土
台
を
築
い
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
世
代
に
向
け
た

庁
舎
機
能
移
転
・

集
約
に
つ
い
て

質
問　

庁
舎
機
能
移
転
・

集
約
は
、
理
に
か
な
っ

た
方
向
性
と
受
け
止
め

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
住
民
に
と
っ

て
は
、
素
直
に
賛
同
で

き
な
い
、
そ
う
い
う
思

い
の
方
も
多
く
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
既
に

住
民
説
明
会
を
開
い
て

様
々
な
意
見
を
い
た
だ

い
た
と
思
う
が
、
こ
の

市長 市民の皆様に寄り添って、
理解をしていただけるように努力していく

蒼生会 蒼生会 門 脇 晃 幸門 脇 晃 幸 議員議員

次世代に向けた庁舎機能の
移転・集約はどう進める

■どうなる次世代に向けた庁舎移転

■各部局の役割・使命・課題を
　示した部局経営方針シート
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来
年
度
に
向
け
た
ク
マ

被
害
対
策
を

質
問　

11
月
１
日
か
ら
の
狩
猟
解

禁
後
に
７
頭
の
ク
マ
捕
獲
は
、
他

市
と
比
較
し
て
少
な
い
。
猟
友
会

の
高
齢
化
も
あ
る
が
、
ク
マ
を
捕

獲
し
た
場
合
は
慰
労
金
を
出
す
な

ど
し
て
、
も
っ
と
山
に
入
っ
て
個

体
数
を
減
ら
す
施
策
が
で
き
な
い

か
。

答
弁　

県
が
７
千
円
の
慰
労
金
を

出
す
こ
と
に
な
り
、
大
館
市
と
由

利
本
荘
市
は
上
乗
せ
す
る
が
、
仙

北
市
は
検
討
さ
せ
て
欲
し
い
。

質
問　

ハ
ン
タ
ー
育
成
支
援
と
し

て
狩
猟
免
許
取
得
の
全
額
補
助
が

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
来
年
度
の

新
た
な
ク
マ
人
身
被
害
対
策
は
検

討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
（
農
林
商
工
部
長
）
猟
友
会

も
高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、
狩
猟

免
許
を
取
得
し
や
す
い
よ
う
に
、

で
き
る
だ
け
補
助
を
出
せ
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

新
た
な
対
策
と
し
て
、
過
去
に

出
没
の
あ
っ
た
公
園
等
に
自
動
撮

影
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
早
期
の
檻

設
置
等
の
対
応
を
行
う
。
ま
た
、

ク
マ
の
檻
を
６
基
増
設
し
、
33
基

に
し
た
い
。

組
ん
で
い
る
事
務
事
業
評
価
（
見

直
し
）
に
つ
い
て
、
議
員
の
意
見

を
求
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

は
、
議
員
の
意
見
を
事
業
評
価
に

反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と

か
。

答
弁　

市
か
ら
の
提
案
は
、
常
に

ベ
ス
ト
の
思
い
で
提
案
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
議
員
か
ら

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
、
市
が
再
検
討
し
、
議
員
が

指
摘
し
た
と
お
り
だ
と
判
断
で

き
れ
ば
、
最
終
的
に
議
員
の
意
見

を
事
務
事
業
評
価
に
反
映
さ
せ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

白
岩
小
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て

質
問　

白
岩
小
学
校
閉
校
後
の

施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁　

現
段
階
で
の
具
体
的
な

計
画
は
な
い
。
今
後
、
地
域
の
意

向
を
十
分
に
捉
え
、
利
活
用
検
討

会
な
ど
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
地

域
の
方
々
と
の
話
し
合
い
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
に
学
校
が
無
く
な
る
こ
と

で
活
力
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
地

域
の
活
性
化
と
あ
わ
せ
、
市
も
一

緒
に
な
っ
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

子
育
て
世
帯
が
望
む
公

園
整
備
に
つ
い
て

質
問　

以
前
の
一
般
質
問
で
、「
遊

具
設
置
を
存
続
す
る
公
園
は
、
生

保
内
公
園
、
角
館
駅
東
公
園
、
潟

前
山
森
林
公
園
で
あ
る
。」
と
答

弁
し
て
い
る
が
、
残
り
の
公
園
は

遊
具
を
撤
去
し
、
何
も
無
く
な
る

こ
と
な
の
か
。
ま
た
、
国
土
交
通

省
の
新
た
な
支
援
制
度
「
子
ど
も

ま
ん
な
か
公
園
づ
く
り
支
援
事

業
」
を
活
用
し
、
３
公
園
だ
け
で

な
く
、
子
育
て
世
帯
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
公
園
整
備
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

遊
具
設
置
を
存
続
す
る
の

は
３
公
園
で
あ
る
。
他
は
遊
具
の

維
持
管
理
が
厳
し
く
、
遊
具
が
使

え
な
い
状
態
に
な
れ
ば
撤
去
す
る

こ
と
に
な
る
。
国
の
新
た
な
支
援

事
業
は
、
都
市
公
園
整
備
の
計
画

策
定
や
不
足
エ
リ
ア
の
分
析
等
の

整
備
支
援
に
対
す
る
事
業
で
あ

り
、
仙
北
市
の
公
園
整
備
へ
の
活

用
は
難
し
い
が
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
関
係
各

課
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

事
務
事
業
評
価
に
対
す

る
議
会
の
関
わ
り

質
問　

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
財

政
を
立
て
直
し
、
幸
福
度
全
国
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
に
す
る
た
め
に
取
り

今
冬
の
除
雪
体
制
に
つ

い
て

質
問　

早
朝
に
大
量
に
積
も
っ
た

道
路
の
雪
は
委
託
業
者
の
判
断
で

除
雪
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
市
道

の
歩
道
除
雪
を
県
道
の
歩
道
並
み

に
実
施
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁　

道
路
除
雪
は
深
夜
か
ら
早

朝
に
行
う
。
安
全
性
・
効
率
性
を

考
慮
し
て
、
早
朝
か
ら
日
中
は
出

動
し
な
い
。
除
雪
作
業
の
出
動
基

準
は
10
ｃ
ｍ
以
上
積
も
っ
た
時
か

積
雪
が
見
込
ま
れ
る
時
に
出
動
指

示
を
出
し
て
お
り
、
県
と
同
じ
基

準
な
の
で
県
道
並
み
と
思
っ
て
い

る
。

答
弁
（
建
設
部
長
）
歩
道
の
除
雪

指
令
は
車
道
の
除
雪
と
一
緒
に
出

し
て
い
る
。
車
道
が
終
わ
っ
て
か

ら
歩
道
を
除
雪
す
る
流
れ
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
時
間
差
が
発
生
す

る
。

市長 地域の意向を十分に捉え具体的な検討を進めていきたい

白岩小学校閉校後の利活用はどうするのか

蒼生会 蒼生会 高 橋 輝 彦高 橋 輝 彦 議員議員

■地域の意向を十分に捉えた利活用が
　検討される白岩小学校
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■令和5年度　総務部・教育委員会関係の一般会計補正予算　主な内容

普通財産等管理費 71万円 指定避難所の下延コミュニティセンターと八割コミュニティセンターへの
エアコン設置費

総合行政情報システム管理費 664万円 地方公共団体情報システムの標準化を図るなどのシステム改修費

一般教育振興総務費 2,219万円 令和６年度の小学校の教師用の指導書（デジタル教科書含む）の購入費

車輌維持管理費 340万円 市長車の購入費（中古のミニバン）

武道館管理運営費 109万円 角館武道館のエアコン修繕費

仙
北
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲
の
拡
大
や
情

報
連
携
な
ど
に
よ
り
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
煩
雑
に

な
る
と
思
う
が
、
ミ
ス
が
起
こ
ら
な
い
態
勢
を
事
前
に
構

築
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
そ
の
考
え
方
は
。

答
弁　

法
律
の
適
用
は
令
和
６
年
の
春
以
降
で
あ
り
、
現

在
デ
ジ
タ
ル
庁
で
ミ
ス
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
仕
組
み
の
構

築
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
事
務

を
執
行
し
て
い
き
た
い
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
バ
ス 

向
生
保
内
線
）

質
問　

地
域
公
共
交
通
座
談
会
に
お
い
て
バ
ス
の
小
型
化

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
向
生
保
内
線
も
対
象

と
な
る
の
か
。

答
弁　

今
後
、
乗
車
人
数
等
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て

バ
ス
の
小
型
化
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
化
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
ス
マ
イ
ル
バ
ス 

下
延
線
、
八
割
線
）

質
問　

来
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
が
変
わ
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
者
が
辞
退
し
た
理
由
は
何
な
の
か
。

答
弁　

現
在
の
指
定
管
理
者
か
ら
は
、
運
営
上
は
赤
字
で

は
な
い
が
、
運
転
手
の
確
保
や
バ
ス
の
管
理
等
が
要
因
で
、

辞
退
す
る
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第　

号
）関
連

質
問　

ス
マ
イ
ル
バ
ス
は
３
台
（
１
台
減
）
で
の
運
用
と

な
る
が
、
運
行
に
は
問
題
は
無
い
の
か
。
ま
た
廃
車
と
す

る
１
台
に
つ
い
て
は
、
再
利
用
な
ど
は
検
討
し
な
い
の
か
。

答
弁　

予
備
車
と
し
て
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
の
対
応
を
す
る

た
め
３
台
の
バ
ス
で
の
運
行
で
問
題
は
無
い
。
廃
車
と
す

る
バ
ス
は
、
走
行
距
離
等
、
使
用
で
き
る
状
態
で
は
な
い

の
で
こ
の
ま
ま
廃
車
処
分
と
す
る
。

質
問　

普
通
財
産
管
理
費
で
、
避
難
所
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
施
設
の
選
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

直
近
で
の
避
難
所
と
し
て
の
使
用
頻
度
が
高
い
施

設
を
選
定
し
た
。
宮
古
市
様
か
ら
の
寄
付
金（
２
０
０
万
円
）

を
充
当
し
、
下
延
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
八
割
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
い
。

常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

　11 月定例会の総務文教常任委員会では、マイナンバーカードに関する条例改正や公の施設の指定管理者の
指定及び避難所へのエアコン設置費などを盛り込んだ一般会計補正予算などについて審査されました。

12

避難所としての使用頻度の高い施設へエアコンを設置！

■バスの小型化やデマンドバス化も視野に入れた
　検討に入るたっこちゃんバス
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　11 月定例会の市民福祉常任委員会では、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例改正、戸籍等へのふりがな表記のシステム改修費や国民健康保険と介護保険特別会計への繰出
金などを盛り込んだ令和 5年度一般会計補正予算などが審査されました。

介護保険特別会計（にしき園）一般会計から2,818万円繰入れ

令和5年度仙北市介護保険
特別会計補正予算（第４号）の質疑から

にしき園での一般会計からの繰入金について
質問　繰入金の累計が昨年度より約１億円も増えた理由は。
答弁　人事異動で職員１名が増員し介護員２名が採用となり、
昨年度より人件費が増えている。また、新型コロナのクラスター
により収入が減少した。
質問　入所率はどうなっているか。
答弁　当初予算は入所率を 95％で計画していた。新型コロナ
の夏のクラスターにより入所率が一時 89％まで下がったが、現
在は 94％まで回復してきている。
意見　上半期は大変苦しい状況だが、新たに購入したパワーア
シストスーツやロボット歩行器も活用し、職員の負担軽減を図り
ながら、下半期の入所率向上に期待している。

市民福祉常任委員会

■令和5年度　市民福祉部関係の一般会計補正予算　主な内容

戸籍事務・マイナンバー制度導入事業費 2,398万円 戸籍法改正に伴うふりがな表記にかかるシステム改修費用

放課後児童対策事業費 705万円 雇用保険料改定による会計年度任用職員の共済費負担分など

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金 2億6,915万円 物価高騰対策として住民税非課税世帯への７万円支給費用

障害者支援施設等物価高騰対策事業費 61万円 障害者支援施設への物価高騰に対する助成金

介護保険施設等物価高騰対策事業費 950万円 介護保険施設への物価高騰に対する助成金

保育所等給食費価格高騰対策事業費 110万円 認定こども園を運営する（福）はなさき仙北への食材料助成金

災害救援費 78万円 ７月大雨被害に対する県からの義援金の配分（床上浸水８軒、
床下浸水 49 軒）

国民健康保険特別会計事業勘定繰出金 60万円 国民健康保険被保険者の出産育児一時金の増額費用（６人分）

介護保険特別会計繰出金 2,818万円 にしき園での利用者減少による収入減に対する繰出金

戸
籍
法
改
正
に
伴
う
ふ
り
が
な
表
記

の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て

質
問　

シ
ス
テ
ム
委
託
先
で
、
氏
名
の
ふ
り
が
な

の
入
力
に
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
弁　

戸
籍
等
の
ふ
り
が
な
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
に

記
載
の
あ
る
デ
ー
タ
で
入
力
す
る
。間
違
い
が
あ
っ

た
場
合
は
修
正
が
必
要
だ
が
、
具
体
的
な
対
応
策

は
国
か
ら
の
指
示
待
ち
で
あ
る
。

質
問　

戸
籍
法
改
正
に
よ
る
国
か
ら
の
指
示
に
も
関

わ
ら
ず
、な
ぜ
一
般
財
源
か
ら
の
負
担
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

総
務
省
で
予
め
想
定
事
業
費
の
算
定
を
行

い
、
人
口
規
模
に
合
わ
せ
て
各
自
治
体
へ
の
補
助

金
を
配
分
し
て
い
る
が
、
実
際
の
経
費
が
国
の
想

定
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
財
源
か
ら
の
負

担
が
発
生
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
に
つ
い
て

質
問　

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
と
の
説
明
だ
が
、

当
初
見
込
み
よ
り
出
産
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁　

出
産
育
児
一
時
金
の
額
が
、
令
和
５
年
の

４
月
よ
り
42
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

法
改
正
が
３
月
末
で
あ
り
、
当
初
予
算
に
反
映
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
差
額
分
と
見
込
み
か
ら

１
人
増
分
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■職員の腰の負担軽減のため導入されたパワーアシストスーツ
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産業建設常任委員会

　11 月定例会の産業建設常任委員会では、令和 5年度一般会計補正予算や温泉事業会計・水道事業会計・下
水道事業会計補正予算及び公の施設の指定管理者の指定について審査されました。

猛暑の収入減や肥料等の高騰に対する農家への助成金
〔10ａ当たり1,000円支給〕

今
夏
の
猛
暑
に
よ
る
収
入
減
や
肥
料
等

の
高
騰
に
よ
る
農
家
支
援
に
つ
い
て

【
説
明
】
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
主
食
用
水
稲
作

付
面
積
30
ａ
以
上
で
、
飯
米
分
10
ａ
を
差
し
引
い

た
作
付
面
積
に
、
10
ａ
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
を

支
援
、
対
象
者
８
７
８
人
、
面
積
は
約
２
，
４
２

０
ha
と
積
算
、
ほ
か
事
務
的
経
費
で
あ
る
。

質
問　

耕
作
面
積
が
30
ａ
以
上
の
人
が
市
内
で
８

７
８
人
と
い
う
こ
と
か
。
被
害
を
受
け
た
人
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
５
ａ
な
ど
半
端
に
残
っ
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

本
事
業
は
被
災
農
家
へ
の
支
援
で
は
な
い

の
で
、
30
ａ
以
上
の
作
付
面
積
が
あ
れ
ば
該
当
と

な
る
。
半
端
分
は
１
ａ
あ
た
り
で
計
算
し
支
給
す

る
。

農
業
経
営
等
復
旧
・
継
続
支
援
対
策
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て

【
説
明
】
7
月
の
大
雨
で
被
災
し
た
農
業
者
の
再
生

産
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
助
成
金
で
あ
る
。

質
問　

事
業
の
概
要
と
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農
家
の
支

援
で
あ
る
。
ネ
ギ
７
ha
の
種
苗
購
入
費
１
２
５
万

円
、
ダ
リ
ア
50
ａ
の
種
苗
購
入
費
１
７
５
万
円
、

水
害
を
受
け
て
追
加
で
防
除
が
必
要
と
な
っ
た
部

分
の
補
助
率
１
／
２
に
あ
た
る
追
加
防
除
費
25
万

円
の
補
助
、
水
没
に
よ
る
機
械
修
繕
に
係
る
補
助

率
１
／
３
に
あ
た
る
15
万
円
の
補
助
で
あ
る
。

神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て

【
説
明
】
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
の

避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
、
7
月
の
大
雨
の
際
も

避
難
者
の
受
け
入
れ
が
あ
っ
た
。
総
合
防
災
課
と

協
議
の
う
え
、
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
避
難

所
と
し
て
の
機
能
を
改
善
す
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
た
い
。
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
向

上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
近
年
の
猛
暑
の

状
況
を
鑑
み
、
通
常
の
利
用
に
お
い
て
も
、
施
設

利
用
者
の
熱
中
症
等
の
事
故
防
止
の
面
で
も
活
用

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

設
置
す
る
場
所
、
部
屋
の
広
さ
、
エ
ア
コ

ン
の
仕
様
、
価
格
は
適
正
か
。

答
弁　

場
所
は
、
１
階
和
室
、
広
さ
は
60
畳
ほ
ど
、

２
台
取
り
付
け
る
予
定
で
あ
る
。
普
通
程
度
の
暖

房
機
能
は
あ
る
、
暖
房
設
備
は
別
で
も
配
備
し
て

い
る
の
で
、ク
ー
ラ
ー
を
主
と
し
た
利
用
に
な
る
。

価
格
は
、
工
事
請
負
込
み
で
、
89
万
９
千
円
で
あ

る
。
日
頃
よ
り
補
修
等
の
管
理
を
お
願
い
し
て
い

る
業
者
に
参
考
で
見
積
り
を
お
願
い
し
た
。ま
た
、

予
算
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
契
約
事
務
の
際
に
は
、

複
数
社
に
見
積
り
を
依
頼
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■令和５年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算 主な内容

営農継続緊急支援事業費 2,439万円 資材等の高騰によるコスト高や猛暑による被害を受けた農家への次
期作生産の取り組みに対する助成金

農業経営等復旧・継続支援対策事業費補
助金 340万円 7 月の大雨で被災した農業者の再生産に向けた取り組みに対する助

成金

就業改善センター管理運営費 90万円 指定避難所へのエアコンの設置費用

再造林支援事業費補助金 123万円 伐採後の再造林支援や植栽後の下刈りを支援する為の補助金

企業立地奨励金 17万円 産業の振興及び雇用機会の拡大を図る事を目的にする奨励金

道路橋梁総務費 △803万円 職員１名減による減額

河原田家公開管理事業費 △86万円 会計年度任用職員１名の年度途中退職による減額
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
Jr.

秋
田
県
新
人
戦
第
３
位
で
東
北
大
会
出
場

　

１
９
８
７
年
設
立
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
、

現
在
の
団
員
は
、
６
年
生
４
人
、
５
年
生
７
人
、

４
年
生
９
人
、
３
年
生
11
人
、
２
年
生
２
人
、

１
年
生
３
人
の
総
勢
36
人
で
す
。
角
館
、
神
代
、

生
保
内
、
白
岩
、
中
仙
、
花
館
、
横
手
北
の
小

学
校
か
ら
サ
ッ
カ
ー
好
き
が
集
ま
り
、
週
に
３

～
４
日
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
大
会
は
、
５
年
生

以
下
の
秋
田
県
新
人
戦
で
も
あ
り
、
地
区
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
32
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
争
わ
れ
ま
し
た
。
１
回
戦
は
順
調
に
勝

ち
、
２
回
戦
で
は
Ｐ
Ｋ
戦
で
勝
利
を
も
ぎ
取
り
、

準
々
決
勝
は
快
勝
し
ま
し
た
。
準
決
勝
で
、
優

勝
し
た
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
に
敗
れ
ま
し
た

が
、
３
位
決
定
戦
で
は
見
事
に
２
対
１
で
勝
利

し
、
初
の
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
田
県
の
第
３
代
表
と
し
て
、
３
月
に
開
催

さ
れ
る
「
宮
城
県
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
東
北
６
県
の
代
表
が
参
加
す
る
大
会
）
へ
の

出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン

　

青
山　

航
晟
（
角
館
小
５
年
）

　

新
人
チ
ー
ム
で
の
初
め
て
の
全
県
大
会
で
強

い
チ
ー
ム
ば
か
り
な
の
で
、
１
試
合
ず
つ
、
い

つ
も
通
り
の
「
繋
ぐ
サ
ッ
カ
ー
」
を
心
掛
け
全

力
で
プ
レ
ー
し
た
。
３
位
に
な
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
い
が
、
優
勝
で
き
な
く
て
残
念
で
も
あ

る
。
３
月
の
大
会
は
、
よ
り
ハ
ー
ド
な
試
合
に

な
る
と
思
う
が
、
い
つ
も
通
り
の
プ
レ
ー
を
し
、

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
！

チ
ー
ム
代
表　
　

柴
田　

和
哉

　

秋
田
県
新
人
戦
で
は
、
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
ら
し

い
パ
ス
を
繋
い
だ
丁
寧
な
サ
ッ
カ
ー
で
ゲ
ー
ム

を
作
り
、
全
県
第
３
位
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
。

３
月
の
大
会
で
は
他
県
の
チ
ー
ム
の
力
を
感
じ

て
、良
い
経
験
を
積
み
、楽
し
み
な
が
ら
思
い
っ

き
り
や
っ
て
欲
し
い
。

監
督　
　

菅
原　

大
未
（
ひ
ろ
み
）

柴
田
優ゆ
う
せ
い星
さ
ん
（
生
保
内
中
学
校
２
年
）

「
日
台
国
際
野
球
大
会
」

東
北
選
抜
チ
ー
ム
で
大
活
躍

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
田
沢
湖
イ
ー
グ
ル
ス
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
野
球
を
始
め
、
６
年
生
の
時

に
は
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
、
主
将
と
し
て
チ
ー
ム

を
け
ん
引
し
、
プ
ロ
野
球
12
チ
ー
ム
の
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
で
準
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

生
保
内
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
、
硬
式

野
球
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
秋
田
北
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
で
捕
手
と
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
す
。

　

 

12
月
27
日
～
31
日
の
日
程
で
台
湾
・
嘉
義

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回
日
台
国
際

野
球
大
会
」
に
東
北
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
秋
季
新
人
東

北
大
会
ベ
ス
ト
８
入
り
し
た
チ
ー
ム
か
ら
２
名

ず
つ
選
ば
れ
「
東
北
選
抜
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ

れ
る
の
で
す
が
、
チ
ー
ム
が
敗
れ
た
も
の
の
、

た
だ
一
人
だ
け
指
導
者
推
薦
で
選
ば
れ
ま
し

た
。
日
本
か
ら
は
東
北
選
抜
を
は
じ
め
と
し
た

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
台
湾
の
10
チ
ー
ム
と
対

戦
。
東
北
選
抜
は
７
勝
２
敗
１
分
け
で
20
チ
ー

ム
中
４
位
の

好
成
績
で
、

４
番
打
者
と

し
て
９
打
数

４
安
打
の

大
活
躍
で
し

た
。

◆
大
活
躍
し
た
優
星
君
に
お
話
を
聞
い
て
み

ま
し
た
。

Ｑ
．
初
め
て
の
国
際
大
会
は
ど
う
で
し
た
か
？

「
と
て
も
緊
張
し
た
が
、
試
合
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
高
い
レ
ベ
ル
を
経
験
で
き
た
こ
と

が
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思

う
。」

Ｑ
．
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し

た
か
？

「
４
番
打
者
と
し
て
、
チ
ャ
ン
ス
で
は
し
っ
か

り
打
点
を
あ
げ
、
捕
手
と
し
て
も
盗
塁
を
阻
止

す
る
こ
と
で
き
、
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
た
と
思

う
。」

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

「
今
は
体
作
り
を
し
っ
か
り
や
っ
て
、
高
校
で

は
甲
子
園
出
場
、
そ
し
て
プ
ロ
野
球
選
手
を
目

指
し
ま
す
！
」

Ｑ
．
最
後
に
、
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

お
母
さ
ん
へ
一
言
！

「
い
つ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り

が
と
う
！
大
好
き
で
す
!!
」

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

チームスローガン
「楽しく！勝つ !!」

今大会の登録メンバー
背番号 位置 選手名 学年 学校名

1 GK/FP 渡邊　和己 5 花館
2 FP 千葉　玄士 5 生保内
3 FP 高橋　直生 4 太田南
4 FP 辻　　快都 4 西明寺
5 FP 渡辺　楓斗 4 角館
6 FP 田口　旺典 4 生保内
7 FP 青山　航晟 5 角館
8 FP 黑沢　晟生 5 横手北
9 FP 田口　德真 5 角館
10 FP 柴田　陽向 5 生保内
11 FP 米澤　史紋 4 角館
12 FP/GK 渡部　大翔 5 角館
13 FP 石郷岡　廉 4 角館
14 FP 橘　　海俐 4 角館
15 FP 田口由騎人 4 生保内
16 FP 高橋　柊人 4 豊成

い
き
い
き
広
場

子
ど
も
た
ち
も
元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
す
！

第 35 回 TOYOTA ジュニアカップ
U11 少年サッカー決勝大会で

見事第３位の成績で東北大会へ

東北選抜チーム４番の
力強いバッティングフォーム
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「おでかけ市議会」は新型コロナウイルス感染防止の観点
から、12 月末まで開催を休止しておりますのでご了承願
います。
●お問合せ先…仙北市議会事務局　TEL0187-43-0334

　仙北市議会では、市民の皆さまと議員との意見交換会「おでかけ市議会」を再開しております。
議会から皆さまに意見交換会をお願いする場合もございますが、市民の皆さまがお申し込みを行う場合は、以下の要
領をご確認のうえ、議会事務局にご連絡ください。お待ちしております。

⑴対　　象…市内在住又は在勤の方々で構成する10人以上のグループとさせていただきます。
⑵開催場所…ご希望の場所で開催いたします。
⑶テーマ選定…意見交換するテーマを決めていただきます。（例：やりたいこと、人口減少、まちづくり、財政、
農林業振興、観光、企業誘致、病院、教育、クマ・イノシシ対策、環境、福祉関係、議会など）
⑷参加議員…選定されたテーマにより所管する委員会の議員がおでかけして参加します。

●お申込み先…仙北市議会事務局　TEL0187-43-0334

お
で
か
け

市
議
会

お知らせ

　

令
和
６
年
の
始
ま
り
は
、
大

震
災
の
発
生
、
そ
し
て
航
空
機

事
故
の
発
生
で
し
た
。

　

元
旦
、
16
時
10
分
、
石
川
県

能
登
地
方
を
襲
っ
た
巨
大
地
震

は
多
く
の
犠
牲
者
を
伴
い
、
大

規
模
な
被
害
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々

に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま

し
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」

は
、
ど
こ
の
自
治
体
に
お
い
て

も
最
優
先
の
課
題
で
す
。

「
強
靭
な
地
域
づ
く
り
を
」
と

か
「
共
助
の
地
域
づ
く
り
を
」

と
か
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す

が
、
仙
北
市
に
お
い
て
は
、
更

に
き
め
細
や
か
な
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
の
か

と
考
え
ま
す
。

　

急
峻
な
地
形
の
仙
北
市
に
お

い
て
は
、
道
路
の
切
断
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
等
に
よ
り
、

被
害
は
増
大
し
て
し
ま
い
ま

す
。

【
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
】

　

危
機
管
理
体
制
は
更
に
き
め

細
や
か
に
構
築
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
心
で
安

全
な
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（

真
崎 

寿
浩 

記
）

月 日 会議等名 欠席議員

10

3 国道整備促進期成同盟会合同要望活動

11
行政視察受け入れ：愛知県岡崎市議会

秋田県後期高齢者医療広域連合議会定例会

12 行政視察受け入れ：福岡県北九州市議会

13 議会広報編集特別委員会

16 議会改革推進協議会 ２名

17 行政視察受け入れ：埼玉県春日部市議会

19
行政視察受け入れ：埼玉県春日部市議会

火山砂防フォーラム : 八幡平山系に係る直轄砂防事業促進期成同盟会議員研修会

20
議会広報編集特別委員会 １名

行政視察受け入れ：兵庫県丹波篠山市議会

23 行政視察受け入れ：福島県喜多方市議会

26 議会改革推進協議会 １名

28 第 16 回仙北市産業祭 １名

31 大仙市・仙北市・美郷町 議会議員交流会

11

2 秋田県市議会議員研修会 ３名

9
行政視察受け入れ：和歌山県橋本市議会

全国市議会議長会第 233 回理事会 ･ 第 115 回評議員会合同会議

13

市民福祉常任委員会協議会

行政視察受け入れ：山形県小国町議会

秋田県森林 ･ 林業 ･ 林産業活性化推進議員連盟連絡協議会総会

14
産業建設常任委員会協議会

総務文教常任委員会協議会 １名

15 仙北市・雫石町 議会議員交流会 ３名

16 議員全員協議会 １名

21 秋田県市議会議長会臨時会

22
会派代表者会議

議会運営委員会

28 大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会

30 12 月定例会　～ 12 月 22 日【市議会だより P3 ～ P4 参照】 のべ３名

12 11 議会広報編集特別委員会

仙北市議会の主な動き  10 月～ 12 月 

編
集
後
記


